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飛島の森林‘性烏類群集

鈴木祥悟’・由井正敏’・作山宗樹２

はじめに

島に生息する鳥類については，従来より生物地理学的関心から各種の調査が行なわれて

きた（樋口1978)．日本においても，これまで多くの島で調査が行なわれ，島の面積と種

数の関係やキツツキ類の生息状況等が明らかにされてきている（樋口・小池1978，樋口

1982)．しかし，日本の各島に生息する鳥類の群集組成や年次変動等については，明らか

になっていない点も多い．

そこで今回，山形県酒田市にある飛島で，森林性鳥類の繁殖期群集の３年間の変動と冬

期の群集構造を調査したので報告する．

調査地

飛島は，酒H1市の北北東39kｍの日本海にある面積2.32kｍ２，周囲10.2kｍの島である．

本州との最短距離は秋川県象潟町の28kｍで，標高は股も高い地点でも69ｍである．植生

は，全島的にクロマツとアカマツが優占しており，樹高が15ｍを越えるような林分もある．

また，タブなどの常緑樹が茂る部分や畑地となっている所もある．

この島の鳥類については，本島が渡り鳥の主要な中継地となっていることから，春期や

秋期の渡りの時期を主体に調査されており，周辺海域を含めてこれまで250種あまりが記

録されている（鷹司・池田1936，高橋1972,山階鳥類研究所1988,1989,1990，真木

1989，亀谷1991，五百沢1993)．一方で，渡りの時期以外の繁殖期や冬期の鳥類群集構

造がどのようになっているかに関する報告は少ない（大淵1936)．

調査方法

調査は，繁殖期については，1991年７月１～３日，1992年７月20,21日と1993年７月７，

８日に行なった．冬期については，1992年１月29,30日に行なった．また，1991年には８

月１日と９月６日にも調査を行なった．

調査方法は，観察半径50ｍ，進行速度１～２kｍ／１時間のラインセンサス法を基本とし

たが，そのほか任意に島内を歩き出現烏を記録した（以下ランダム調査という）．なお，

ラインセンサスは，島の台地中央をほぼ縦断するように，島の南の勝浦から北東のヘリポー

トまで，既設の自然観察路および農道を利用した約３ｋｍの調査コースにより実施した

1993年11月18日受理

１．〒O20-O1岩手県盛岡市下厨川字鍋屋敷７２森林総合研究所東北支所

２．〒O20岩手県盛岡市茶畑２－１８－１５



140

(図１）．

１
ｐｏｒｔ

ｃｏｕｒｓｅ

ｰ ９

０１ｋｍ

Ｆｉｇ．１．LocationofTobishimalsland．

Ｈｏｎｓｈｕ

念

結果および考察

表ｌに，センサスの結果を示す．ここでは，実施時期ごとに，比較的好条件で行なうこ

とができたセンサスについてのみ種ごとの優占率を示し，同センサス中に観察半径50ｍよ

り遠くで記録したものを＋で，同年同時期のランダム調査で出現した種を＊で加えてある．

各年とも繁殖期の７月のセンサス記録においては，家族群で観察された場合には２個体と

して集計し，実施時刻，進行速度と天候に関して由井（1977）にもとづき補正を行ない，

生息密度を推定したが，それ以外は記録数をそのままもちいて優占率や１時間あたりの個

体数を示してある．また，1992年のセンサスでは，畑地の部分に100羽程度のスズメの群

れが出現したが，この群れは便宜的に２羽ということで集計してある．種多様度指数は，

SHANNoN関数によるＨ，（Ｈ，＝一ZPilog2Pi；Ｐｉはｉ種の相対優占度）をもちい，数値

が高いほど多様性が高いことを意味する（木元1976)．

１．繁殖期の鳥類群集

繁殖期については，1991年７月３日，1992年７月21日と1993年７月８日のセンサス結果

により，各年間の鳥類群集を比較した．

各センサスにおいて観察半径以遠で観察されたものも含む出現種数は，１３～15種で，各

年間であまり違いがなかった．また，これらのセンサスの記録にランダム調査の記録も加

えた各年７月の確認鳥種のうち，陸烏は１７～21種であった．このうち，３年間とも出現し
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たものは16種（1991年の記録に８月１日のものも加えると17種）であり，日本列島の各島

の面積と繁殖陸烏の種数の関係式（樋口1982）にほぼ適合した．生息密度は，l5haあた

りに換算して140～205羽であった．これは日本の森林性鳥類の生息密度としては，かなり

高い値である．この原因として，調査時期が繁殖最盛期をすぎ，幼鳥が合計にカウントさ

れている可能性がある．穂多様度指数は，2.9～3.3と壮齢マツ林としては平均的な値を示

した（由井1977)．優占種は，年によって優占順位が変わるものの，各年ともヒヨドリ，

メジロ，シジュウカラ，カワラヒワとウグイスなどであり，あとで述べるように，各年間

で非常に類似していた．

1992年７月20日の調査で，日本では九州北部以外では珍しいカササギが１羽観察された

が，本島では1991年１２月から１羽が確認されており，その後'992年１０月21日にも記録され

ていることから（大沢1993)，これと同一個体であると考えられる．また，同日には単独

で足環も装着していないドバトに近いハト類を観察した．本島では1984年にドバトに似た

ヒメモリバトが記録されているので（真木1992)，今後とも調査が必要である．

なお，1991年８月の群集柵造は，同年７月のものとカワラヒワが減少した点を除いて大

きな違いはなかった．９月は優占種構成は７，８月とほぼ同様であるが，出現種数は増加

した．エゾビタキが観察されており，秋の渡りがはじまったためと考えられる．

２．冬期の鳥類群集

冬期については1992年１月末に調査を行なったが，積雪はなく，ヤブツバキには花の咲

いているものもみられた．１月30日の調査では，出現種数は10種，１時間あたりの記録数

は37.3羽で，ヒガラ，シジュウカラ，ハシボソガラスなどが優占していた．ヒガラは７月

から９月にかけては確認できなかったが，本種は，繁殖期には生息密度が低い東北地方の

低標高のマツ林でも冬期には越冬群が多くみられることから（鈴木・由井1989,1990)，

本島のマツ林もヒガラの好適な越冬地となっていると考えられる．繁殖期に優占していた

もので冬期に確認できなかったものは，ウグイス，カワラヒワなどであった．また，シジュ

ウカラ，ヒヨドリやメジロは，繁殖期に比べて記録数が少なかった．このうちシジュウカ

ラは，調査コースを外れた海岸近くの低木林や草地でも群れで観察されたことから，冬期

には高木林以外の場所にも分散しているため記録数が少なかった可能性も考えられる．

キツツキ類は，繁殖期には確認できなかったが，1991年９月の調査でアカゲラを観察し，

冬期にも確実に確認できたのはアカゲラだけであった．

いずれにせよ，冬期の鳥類群集については，１回だけの調査であるので，今後の調査が

必要である．

３．鳥類群集の類似性

一般に，森林の構造が安定している場合，繁殖鳥類群集も年次的に安定してことがわかっ

ているが（由井1983）本島でも同様であるかということ，および鳥類群集組成が季節間

でどの程度類似しているかをみるために，1991年７月３日，８月１日，９月６日，1992年

１月30日，７月21日，1993年７月８日のセンサスデータをもちいて，木元の類似度指数Ｃｎ

(値が１に近いほど群集櫛造が似ていることを意味する）を求め，MouNTFoRD法でデン

ドログラム化（木元1976）したのが図２である．各年の７月，1991年の８月と９月の群

集は，類似度0.9以上で結合しており，各年の繁殖期間および繁殖期から秋期にかけては

非常に似た群集組成となっていることがわかる．一方，1992年１月の冬期の群集は，７～
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９月のグループとは類似度が0.5程度とあまり高くはなかった．

１４３

謝辞

報告にあたり，現地調査および文献収集等でお世話になった山形県林業試験場の大泉雅春氏，酒田

市役所の渡会豊明氏，海藤成雄氏，本間博氏，酒田市の佐藤秀樹氏，日本野鳥の会盛岡支部の皆様，

ならびに本島の鳥類についてご教示いただいた山階鳥類研究所の佐藤文男氏に感謝申し上げる．

要約

山形県酒田市の飛島で，1991年から1993年にかけて繁殖期および冬期の森林性鳥類群集について，

おもにラインセンサス法による調査を行なった．

１．繁殖期については，1991年から1993までの３年間，それぞれ７月に実施したが，ヒヨドリ，メジ

ロ，シジュウカラ，カワラヒワやウグイスが優占する鳥類群集を示し，各年間の群集組成は非常に

類似していた．

２．調査した３年間をとおして出現した繁殖陸鳥は16種であり，これまで知られている日本列島の各

島の面積と繁殖陸鳥の関係に，ほぼ合致した．

３．冬期については，1992年１月に調査を行なったが，ヒガラ，シジュウカラやハシボソガラスが優

占する鳥類群集になっていた．
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ForestbirdcommunityofTobishimalsland

YoshinoriSuzukil，MasatoshiYuilandMunekiSakuyama２

ForestbirdcommunitiesofTobishimalslandinYamagataPrefecturewerestudiedby

line-transectcensusｍｅｔｈｏｄｆｒｏｍｌ９９１ｔｏｌ９９３、Ｔｈｅｌｓｌａｎｄｉｓ２８ｋｍａｗａｙｆｒｏｍＨｏｎｓｈｕ，and

iscoveredwithpinetrees・Inthebreedingseasonofeachyear,wefoundl6terrestrialbird

species・DominantspeciesinthebreedingseasonwereBrown-earedBulbulsH3ﾉpsjpetes

amauroZjs,JapaneseWhite-eyesZosterOpsﾉapo"icus,GreatTitsPar"Ｓｍじりor,Oriental

GreenfinchesCm･due"ssmjcaandJapaneseBushWarblerＳＣＧ鯉adjpho"e,Thedominant

speciesinwinterwereCoalTitsPtzrusater,GreatTitsParusmqﾉoFandCarrionCrows

Coruuscoro"e、

１．TohokuResearchCenter，ForestryandForestProductsResearchlnstitute・

Nabeyashiki72，Ｍｏｒｉｏｋａ，ＩｗａｔｅＯ２０－０１

２．２－１８－１５，Chabatake2，Morioka，ＩｗａｔｅＯ２０


